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 全文 PDF ファイルから  文献情報のインポートが可能に 

ご要望の多かった機能が、ついに X4 で実現！ 全文 PDF ファイルから文献情報をインポートすることが可能になりました。 
PDF ファイル単体からインポートすることも、PDF
が複数保存されたフォルダ全体から一括してインポ

ートすることもできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 PDF 内のデータも検索可能に 

ライブラリ内に格納された PDF の情報も検索対象に

なりました。検索するフィールドを選択する時に、

「PDF」あるいは「Any Field + PDF」の選択肢から

選ぶことができます。 

PDF からのインポート方法 
（インターネットに接続された状態で） 
- File メニューから Import を選択し 
- 取り込みたい全文 PDF ファイルあるいは全文 PDF

ファイルを複数含んだフォルダを選択します。 
- Import Options 欄を「PDF File or Folder」に指定し

て Import ボタンをクリックします。 
- EndNote は、PDF 上の Digital Object Identifier (DOI)

を探し、その DOI 情報を使って CrossRef へ情報を

要求し、得られた文献情報はライブラリにインポー

トされ、PDF ファイルはレコードに添付されます。 
※ サーバー上の PDF ファイルはローカルディスクに移動してからイ

ンポートすることをお勧めいたします。 
※ 出版社から提供されたもので、DOI(Digital Object Identifier)を含む

ものに限ります。画像スキャンした PDF では対応いたしません。



 

2 

Sep 2010,  Copyright © ユサコ株式会社 All Rights Reserved 

What’s New in EndNote X4 

 
 

 既存のグループから重複しているレコードを抽出し、新しいグループを作成 

複数の既存グループを選択し、グループの

関係づけを行うことで新しいグループを作成

することができます 

 

 

 
 
 
 
 

 Quick Edit 画面 

ライブラリ一覧の右下の画面に Quick Edit
タブが設けられ、レファレンスの詳細画面を

開かずに選択されたレファレンスの編集を行

うことができるようになり、さらに編集作業

がスピーディになります。 
Quick Edit 画面の外でクリックすれば、変

更を保存するための確認画面が表示されます 
 

Create From Group の作成方法 
- EndNote メニューの Group から

Create form Groups を選択 
- Group Name を付ける 
- Include References in 欄で、

「And」「Or」「Not」から任意の演

算子を選んで既存のグループを指定 
- Save をクリック 
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 アウトプットスタイルの脚注部分：編集機能がアップ 

脚注のスタイルは、１度目に引用される時は完全

な情報であることが求められますが、２度目以降に

引用する時には省略を求められることがあります。 
 
このような繰り返し引用をフォーマットするのに、

これまでは限られたオプションしかありませんでし

たが、 X4 では、2 度目以降の引用について別のテ

ンプレートを設定することができるようになりまし

た。 
 
 
 
 
 

 APA 6th スタイルへの対応が可能に 

APA 6th では、8 名を超える著者の場

合は６人目と最後の著者の間を省略する

ことを求められます。 
 
X4 では、これまでのバージョンでは

対応できなかった APA 6th スタイルに

対応できるようになりました。 
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 Word 上の Edit & Manage Citations 画面から、文献情報の編集が可能に (Word 2008) 

 新しい Edit & Manage Citations 画面では、引用を編集する

ときに頻繁に使う機能の数々をまとめて、ひとつの画面だけで

操作することができるようになりました。 

Edit & Manage Citations 画面の表示方法 

EndNote ツールバーから Edit & Manage Citations を選択 
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 本文中の引用部分と対応する巻末の参考文献リストの間にハイパーリンクを作成 

引用部分のハイパーリンクをクリックするだけでその参考文献の

詳細を簡単に閲覧することができるようになりました。 

ハイパーリンクは、参考文献リストをフォーマットすると自動的

に作成されますが、ハイパーリンクにアンダーラインを表示させ

たい場合は、Format Bibiography 画面で Underline linked in-text 
citations にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイパーリンクの 
アンダーラインを表示させるには 
- EndNote ツールバーから Format 

Bibliograpy を選択 

- Format Bibliograpy タグを表示させ 
- Underline linked in-text citations に

チェックを入れる 
- OK をクリック 
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以上で簡単に EndNote X4 の新機能をご紹介しました 
30 日間使えるトライアル版で 是非お試しください 
http://www.usaco.co.jp/products/isi_rs/demo.html 
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